
このことについて、次のとおり質問書が提出されましたので、回答します。（質問受付順） 令和7年7月2日
徳島県こども未来部子育て応援課

No. 質問 回答

1
仕様書４－（１）イ ※内、令和８年１月実施予定となっているセミナーについて、
セミナーの具体的日程や内容、講師についてすでに決まっているのか。
決まっている場合、開示は可能か。

セミナーの日程について、令和８年１月１６日（金）を予定しています。
内容や講師等については、現在調整中です。

2
仕様書４－（２）ア　作成するチラシについて、
5,000枚作成したチラシは県へ納品後、どこに設置、配布される予定か。

経済団体等を通じた会員企業への配布や、中小企業への個別訪問による配布等を予定していますが、その他効果的な
周知方法等があればご提案ください。

3

仕様書４－（２）ア　作成するショート動画について、
（１）作成する動画のサイズや仕様
　　・動画サイズ、縦横比、解像度等
　　・対応が必要な媒体（Instagram、Youtube、Tiktok　等）
（２）ショート動画の具体的な用途
　　・どのように利用するイメージなのか
　　・SNS広告、県HP等のWebサイト、その他のどの告知方法を利用するのか
（３）動画の納品について
　　・ファイル形式、容量の目安、納品方法、制作期日　等

ショート動画は、県の奨励金申請の流れを分かりやすく企業に伝えるために制作するもので、県公式SNS（Instagram、
Youtube、LINE等）での配信や、仕様書４（２）で作成するチラシへの掲載（QRコード）等による広報を考えています。
そのため、可能な限り早い段階での制作をお願いしたいと考えておりますが、詳細は、契約締結後、県と協議の上決定
することとします。
なお、動画サイズ等については、スマートフォンでの視聴を前提とした画質、縦横比等での作成を想定しており、納品は、
DVD、CD-R等の電子媒体を予定しています。

4 ４回以上のセミナー開催について、講師や内容は、４回とも同じがよいのでしょうか。
奨励金の内容やセミナーの目的等が多岐にわたることから、複数のテーマや講師を想定していますが、より多くの方の
受講や、取組の実践につながると考えられる効果的な内容等をご提案ください。

5
セミナーについて、４回の開催のうち１回以上は「対面形式とオンライン形式の併用」ということですが、
この場合、講師はオンラインで会場に配信する形式でも構いませんか。

「１回以上は、対面形式とオンライン形式の併用とすること」の対面形式については、講師による対面でのセミナーを想定
しています。

6 ショート動画はいつ作成すればよいでしょうか。

ショート動画は、県の奨励金申請の流れを分かりやすく企業に伝えるために制作するもので、県公式SNS（Instagram、
Youtube、LINE等）での配信や、仕様書４（２）で作成するチラシへの掲載（QRコード）等による広報を考えています。
そのため、可能な限り早い段階での制作をお願いしたいと考えておりますが、詳細は、契約締結後、県と協議の上決定
することとします。

7
奨励金について、想定している件数を教えてください。
また、申請開始と受付期間時期はいつですか。

奨励金について、本年度予算（３，０００万円）の範囲内での申請件数を想定しています。（１企業当たり５万円～５０万円
の申請を想定）
なお、奨励金は当セミナーの受講を申請要件としていることから、申請があるのは第１回のセミナー開催以降で、申請受
付期間は、本年度末までを予定しています。

8
１つの奨励金を申請するために必要なセミナー受講は１回ですか。
それとも全てのセミナーを受講する必要がありますか。

奨励金の申請に当たっては、申請する奨励金の種類にかかわらず、いずれか１回以上のセミナー受講を要件とする予
定です。

9

４回実施のセミナーのうち、全回講師は別の方が必要でしょうか。
また、講師が同様で可能として、テーマ例については全回替える必要がありますでしょうか。
講師、テーマ例は別であるが、１企業内研究員が複数で、各回で事例を用いてのセミナーを実施する事は
可能でしょうか。

奨励金の内容やセミナーの目的等が多岐にわたることから、複数のテーマや講師を想定していますが、より多くの方の
受講や、取組の実践につながると考えられる効果的な内容等をご提案ください。

「共働き・共育て」推進に向けた職場環境づくりセミナー事業委託業務の企画提案に係る質問への回答


